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6月 11日 

 

こんなことしました！           
６月のレクリエーションなどをご紹介します。 

 

２
Ｆ
歓
迎
会
（
17
日
）
↑ 

←
生
花
教
室
（
13
、
27
日
） 

 

↑
七
夕
飾
り
（
各
階
） 

介護でお困りの事、心配事はありませんか？ 何でも気軽にご相談ください。 

― ホームと皆様をつなぐかけ橋 ― 

 

 

 

 
ジャガイモ堀り↑ 

 

４Ｆ歓迎会（15 日）↑ サロンでのお食事会（20 日）↓→ 

今回は、揚げたての天ぷら 

 

←
３
Ｆ
お
や
つ
レ
ク
（
28
日
）  

 

 

父の日・母の日イベント 

父の日・母の日にちなみ、近隣のポッポ保育園の園児さんたち

がアットホームふじたに来てくれました。各階を回って、日ごろ

練習している歌やお遊戯を披露、手遊びではおじいちゃん、おば

あちゃんたちと大盛り上がり！ 

一人一人に先生と園児さんの手作りクッキーのプレゼントもい

ただき、ありがとうございました。また、遊びに来てくださいね！ 

6月 11日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２0（金）ユ・レ 

     ３Ｆおやつレク 

２1（土） 

２2（日） 

２3（月）ユ・集 

２4（火）ユ・生花教室 

２5（水）夏祭り 

２6（木）ユ 

２7（金）ユ・レ・訪問理美容 

28（土） 

29（日） 

30（月）ユ・集 

31（火）ユ 

 １（日） 

２（月）ユ・集 

３（火）ユ 

４（水）ユ・レ 

    ４Ｆおやつレク 

５（木）ユ 

    ２Ｆおやつレク 

６（金）ユ・レ 

７（土） 

８（日） 

9（月）ユ・集 

    

 

発行：介護付有料老人ホーム アットホームふじた    
〒661-0953 尼崎市東園田町 1 丁目７７ 

TEL ０６－６４９２－２３７０  FAX ０６－６４９２－２３８０ 

http://www.athome-fujita.co.jp/（ブログもご覧ください！） 

◆新規ご入居・ご見学・体験入居 受け付けています◆ 

 

 

10（火）ユ 

１1（水）ユ・レ・生花教室 

１2（木）ユ・訪問理美容 

     ４Ｆ書道教室 

１3（金）ユ・レ 

１4（土） 

１5（日） 

１6（月）ユ・集 

１7（火）ユ 

18（水）ユ・レ 

19（木）ユ 

 

 

       

 

【協力医療機関】  
〒661-0953 尼崎市東園田町 5 丁目１８－３－１F 

ＴＥＬ ０６－６４９３－７６７８ 

http://fujita-naika.jp/ 

◆熱中症にご注意を◆ 

 

お誕生日おめでとうございます！ 

６月は、4名の入居者様がお誕生日を迎えられました。従来の

お誕生日会に加え、今月はご希望に応じ、回転ずしに出かけて

お祝いしました。 

集
：
集
団
体
操 

レ
：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

ユ
：
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ハ
ビ
リ 

 
 

 
 

 

【
７
月
カ
レ
ン
ダ
ー
】 

 
 

＊予定は変更される可能性があります。ご了承ください。 

＊8 月 4日（土）ホーム屋上で、なにわ淀川花火大会鑑賞会、開催予定です。 

 

6 月 18 日発生の地震を受けて 

当ホーム所在地の尼崎市で震度5弱を観測した大

阪府北部を震源地とした地震では、４Ｆの備品の転

倒や一部物品の破損がみられたものの、ご入居者は

じめ職員の負傷などの人的被害はありませんでし

た。建物については一部外壁タイルが剥がれ落ちま

したが、躯体への影響はなく、水道・電気・ガスな

どのライフラインの停止もありませんでした。また

当ホーム内のエレベーターも一時停止しましたが、

発生当日の夜に復旧しています。 

当ホームでは早速、今後の震災に備え「地震対策

検討委員会」を設置、問題点を洗い出して、ご入居

者の安全対策を進めてまいります。 

 

 

 

 

上記のテーマでキャリアアップ研修を行いま

した。当ホームではご入居者の尊厳と主体性を

尊重し、拘束を安易に正当化することなく職員

一人ひとりが身体的・精神的弊害を理解し、拘

束禁止に向けた意識を持ち、身体拘束をしない

ケアの実施に努めています。 

今回の研修では身体拘束に当たる行為、身体

拘束が必要なケースについて具体的な事例をあ

げ、家族様から身体拘束の要請があっても「切

迫性」「代替性」「一時的」の 3 要件が揃わない

限り行うべきではないことを再確認しました。 

２Ｆ誕生日会 

３Ｆ希望者外出レク 

研修報告     6 月 27 日、30日 

「介護の身体拘束はどこから」 


